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かずさ地域のアンテナマガジン。地元がもっと好きになる！

2021 AUTUMN Vol.19

TAKE FREE

無料

スマートフォンでも
聴けます！ ××

休日かずさんぽ休日かずさんぽ

木更津を遊びつくそう木更津を遊びつくそう

かずさ応援企業
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SDGs特集

かずさ地域でSDGsに向けて
動き出した企業



我が社は「捨てさせない屋」です。我が社は「捨てさせない屋」です。
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「
三
方
良
し
」
を
企
業
理
念
に

様
々
なSD

G
s

事
業
を
展
開

　

日
本
リ
ユ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
は

「
三
方
良
し
」
を
企
業
理
念
に
掲
げ
、
様
々

な
国
や
地
域
で
不
要
に
な
っ
た
モ
ノ
・
コ

ト
を
必
要
と
さ
れ
る
場
所
で
活
か
し
な
が

ら
、
社
会
問
題
を
解
決
す
るSDGs

事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
５
年
に
創
業
し
、
以
来
「
捨
て

さ
せ
な
い
屋
」
と
し
て
、
生
き
物
を
除
く

あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
や
コ
ト
を
、
リ
ユ
ー
ス
業

と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
視
点
で
活
か

し
た
結
果
、
現
在
で
は
ア
ジ
ア
、
中
東
、

ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
世
界
の
32
の
国
や
地

域
を
相
手
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
事
業
の
中
で
特
に
有
名
な
取
り

組
み
が
、
衣
類
の
お
片
づ
け
商
品
の
「
古

着
de
ワ
ク
チ
ン
」。
２
０
１
０
年
か
ら
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
開
始
し
、
長
年
に
わ
た
る
社

会
問
題
の
解
決
に
対
す
る
支
援
と
持
続

可
能
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
第
３
回

ジ
ャ
パ
ンSDGs

ア
ワ
ー
ド
に
て
「
特
別
賞

（SDGs

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
賞
）」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

古
着
de
ワ
ク
チ
ン

～
世
界
の
ど
こ
か
で
誰
か
の

　

役
に
立
つ
衣
類
の
お
片
づ
け
～

　

古
着
de
ワ
ク
チ
ン
は
、
不
要
な
衣
類
や

バ
ッ
グ
・
靴
・
服
飾
雑
貨
を
専
用
回
収
キ
ッ

ト
に
詰
め
て
送
る
だ
け
で
、
お
部
屋
が
片

づ
く
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
子
ど
も
た

ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
贈
る
な
ど
た
く
さ
ん
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
グ
ッ
ド
に
繋
が
る
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
お
片
づ
け
商
品
で
す
。

　

利
用
方
法
は
と
て
も
簡
単
で
、
①
古
着

de
ワ
ク
チ
ン
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
専
用
回
収
キ
ッ

ト
を
購
入
し
（
１
キ
ッ
ト
３
３
０
０
円
（
税

込
））、
②
届
い
た
キ
ッ
ト
に
衣
類
な
ど
を

詰
め
、
③
宅
配
業
者
に
集
荷
を
依
頼
し
発

送
す
る
だ
け
で
完
了
。

　

衣
類
を
送
付
す
る
た
め
の
専
用
着
払

い
伝
票
が
つ
い
て
い
る
た
め
送
料
不
要
で

発
送
で
き
、
ま
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
あ
れ
ば
約

１
０
０
着
詰
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
大
容
量
な

キ
ッ
ト
が
届
く
た
め
、
簡
単
・
便
利
に
家

中
の
衣
類
を
ス
ッ
キ
リ
お
片
づ
け
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
古
着
de
ワ
ク
チ
ン
を
利
用
す
る

こ
と
で
、

　2010年の取り組み開始から11年目を迎えた古着deワクチンが新しい取り組みを
ス タートした。
　「支援を受けていた人が、支援する側に回れるように」をコンセプトに、お客様
からお送りいただく衣類や服飾雑貨を販売、選別し、更に世界中に再輸出するため
の拠点となる直営の店舗・センターをカンボジアにオープンする。
　現地で働くスタッフは、ポリオ（小児麻痺）による障がいを持つ方や、貧困世帯
の方を中心に雇用し、この仕事を通して彼らが自立できるようにサポート。また、
現地の店舗で洋服等が１点売れるごとに、１ワクチンが寄付される仕組みになって
いる。スタッフの方が自立できるだけではなく、仕事を通してたくさんの人を笑顔
にすることができる工夫がなされている。 

2021年秋、カンボジアに「古着deワクチン」の直営店舗がオープン！

●
１
キ
ッ
ト
ご
と
に
５
人
分
の
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
を
世
界
の
子
ど
も
た
ち
に
寄
付

●
専
用
回
収
キ
ッ
ト
の
梱
包
を
国
内
の
福

祉
作
業
所
で
行
う
こ
と
で
、
障
が
い
を

持
つ
方
の
お
仕
事
に
繋
が
る

●
お
送
り
い
た
だ
く
衣
類
等
を
開
発
途
上

国
で
販
売
す
る
こ
と
で
、
現
地
に
雇
用

や
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出

●
衣
類
等
は
捨
て
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま

ま
の
形
で
再
使
用
す
る
た
め
エ
コ
に
繋

が
る

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
社
会
貢
献
に
繋
が
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
累
計
で
約
３
４
３
万
人
の

子
ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
寄
付
し
、

２
８
１
１
万
着
以
上
の
衣
類
を
活
か
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、SDGs

の
９
つ
の
ゴ
ー

ル
達
成
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　「私はポリオが原因で、片足に障がいがあります。コロナと障がいのために、短期・単発の
お仕事も見つからなかったところ、この仕事に従事できとても嬉しいです。障がいを持った色々
なスタッフと一緒に働き、お客様をお迎えすることがとても楽しみです。」

現地スタッフ
チィム・ソディさん
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お針子事業で「環境 人づくり企業大賞2019 環境大臣賞」受賞

ある調査によると、日本の家庭には推定で約７億着（40兆円）もの
着物や帯が眠っていますが、ライフスタイルの変化と共に様々な理由
で捨てられ、行き場をなくしています。

本来の用途では価値がなくなり「ゴミ」として捨てられていたもの
を「資源」として捉え、より価値のあるものに生まれ変わらせ、廃棄
物を減らす「アップサイクル」や「サーキュラーエコノミー」といっ

た概念のもと、着物や帯を「生地・素材」として用途を変え活用するのが「お針子事業」です。
一般家庭やリユース企業から不要になった着物や帯を集め、現在はモンゴルの現地法人へ輸出。モンゴルを中心とした周辺国では、民族

衣装を中心とした服飾資材として活用されています。また、シミ・汚れなどの理由で、そのまま販売するのが難しいものについては、環境
に優しい技術を利用し、Kimono Upcycle Cloth「ohariko」という布ロールの商品を日本やモンゴルの福祉作業所等と協力しながら製造し
ています。

お針子事業の取り組み全体で、SDGsの10のゴール達成に貢献しており、「使用されない着物や帯を有効活用するための仕組みを構築して
いる。モンゴルや日本の福祉作業所で加工されることにより、付加価値のある製品に生まれ変わる等、資源の有効利用とビジネスとが連動
している」点などが評価され、環境 人づくり企業大賞2019にて「環境大臣賞」を受賞しました。

現在は日本とモンゴル周辺国を中心に展開しているお針子事業ですが、豪華な
刺繍を施した日本特有の和柄と「アップサイクル」の取り組みという点が人気を
集め、ヨーロッパやアメリカなどでも「素材」として注目されています。持続可
能な社会づくりのため、環境に優しいアップサイクル生地「ohariko」を、世界
を代表する素材にできるようこれからも取り組みを進めていきます。

Kimono Upcycle Cloth「ohariko」の製造を
担当する日本の福祉作業所

Kimono Upcycle Cloth「ohariko」
服飾メーカーだけでなく、ハンドメイド

ユーザーにも人気です

日本の専門学校の生徒とコラボレーション
した「お針子デール」をモンゴルの

イベントでお披露目

望月美香
お針子事業担当

　着物や帯は日本の誇るべき伝統
文化ですが、様々な理由により、そ
れらが不要なものとしてたくさん捨
てられている現状を残念に思い、少
しでも変えられればと始まったのが

お針子事業です。これまでに累計で41万点以上の着物や
帯を活かしてきましたが、これからもお針子事業の取り組
みによって、廃棄される着物や帯を減らし、環境問題や日
本の文化を若者や海外の方へ伝える懸け橋になることを
願いつつ、SDGs達成に向けて一層励んでまいります。

ソドチメグ・ナランゲレル
モンゴルの製造部門担当

　私はこれまでヨーロッパや日本をメインに展開する
グローバルな衣料品メーカーに勤めていました。そ
の経験を活かし、日本の着物から生まれた「ohariko」
素材を世界の方に自信を持ってお届けできるように、
全スタッフと一丸となって日々製造しています。

日本の着物を、環境に優しく世界を代表する「ohariko」素材に

日本リユース
システム株式会社

古着deワクチン

更に詳しくお知りに
なりたい場合は、
HPをご確認ください

ス タ ッ フ コ メ ン ト
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